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毛様体神経栄養因子受容体（CNTFR）遺伝子 rs41274853多型は
ウエイトリフティングパフォーマンスと関連する
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論文概要
骨格筋に特異的に発現する毛様体神経栄養因子受容体（CNTFR）遺伝子 rs41274853多型は，筋力やパワー，ア
スリートステータスと関連することが報告されている（Miyamoto-Mikami E et al., 2016；Roth SM et al., 2003）。
ウエイトリフティングは短時間に爆発的な筋力発揮をする競技であり，筋力やパワーと関連する遺伝子多型と関
連する可能性がある。ウエイトリフティング（WL）選手におけるスナッチ，クリーン &ジャークの記録と CNTFR
遺伝子 rs41274853多型との関連性を明らかにすることを目的とした。対象者はオリンピック出場選手を含むWL
選手 165名（男性 103名，女性 62名）およびコントロール 338名（男子 122名，女性 216名）であった。唾液か
ら DNAを抽出し，遺伝子多型の解析は TaqManプローブ法を用いて行った。公式試合での記録はアンケートに
て調査した。WL選手における遺伝子多型頻度はコントロールと比較して差は見られなかったが，国際大会出場レ
ベルの選手における Tアレルの頻度は国内大会出場レベルの選手よりも有意に高かった。また，男女ともに Tア
レルを有する選手の体重当たりのスナッチ，クリーン &ジャークのパフォーマンスが CC型よりも有意に高かっ
た。本研究の結果から，WL選手において，CNTFR遺伝子 rs41274853多型が競技能力に影響する可能性が示唆さ
れた。
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